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グラマ
―アゼルバイジャンの装飾

美術－

アフェト・ルスタンベコフ

「グラマ」とは(Qurama)、
アゼルバイジャンのユニ
ークな工芸種類、織物切
れ端の芸術である。この
用語は、文字通り「結合
された」物を意味し、
個別の布の小切れで縫
われた一体の作品であ
る。トルコでは「クル
フ・ヤマ」（４０の化合

物）と、中央アジアでは
「クラマ」と呼ばれる。 
（１）
グラマ製品は、アゼルバ
イジャン人の生活におい
て広まったのがアゼルバ
イジャンでの織物業の発
展に関係する。グラマを
作るために絹、地元生産
の更紗、ベルベット、ブ

ロケード及びウール生地
が主に用いられた。周知
の通り、アゼルバイジャ
ン人の古い伝統である、
家族のお祝い時に際して
ドレスの生地のために
切れはしをあげるという
習慣が20世紀の半ばま
で残ったままだった。衣
類縫製やその他の繊維製
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品からの残り屑は破棄
されなかった。このよう
に、布の切れはしや屑が
十分に溜まったら、それ
らを使って、生活で利用
可能で、明るい色を備え
た小さな繊維製品が縫わ
れていた。「タタール人
の女性（アゼルバイジャ
ン人女性）は働くのが好
きで、様々の手芸で有能
だ」と１９世紀のロシア
研究者らがアゼルバイジ
ャン人女性について記し
ていた。（２）グラマの
模様の製品は、アゼルバ
イジャン全体に普及され
ていた。布の小切れの多
種多様な接続図は世代か
ら世代へと開発してき、
また、グラマ製品の独自
のデザイン自体は、当然
のことながらも、その選
択及び使用が女性の名人
の風味、そして、物質的
な富に依存していたらし
い。一見、グラマの簡単
なバリエーションの幾何
学的な形は合体し、調和
のとれたカラースキーム

をする。
組織で異なるグラマ製品
は、その使用特殊性に応
える。アゼルバイジャン
国立歴史博物館の民族学
フォンドのコレクション
（以下、民族学館）にお
いて19世紀～20世紀初期
関連のグラマの100以上の
見本が保管されている。
アゼルバイジャンでは、
グラマの様に、「ホフチ
ャ」という(Boxça) 衣類
を積み兼ねるための布、
マント、多様なカーテ
ン、布団用カバー、その
他に日常生活で使用され
る製品を作られていた。
グラマの組成形態の多様
性をもってによって次の
グループが分けられる。
１）長方形の切れ端や幅
の異なる布のリボンで縫
われた；２）パターンの
ある布リボンのみ組成；
３）色々なバリエーショ
ンで接続された三角形の
切れ端。
最も簡単な組み合わせ
は、通用10センチ～20

センチ幅のシルクリボン
によって囲まれた真ん中
の四角形である。ボフチ
ャや四角形のカーテンも
同じく縫われていたらし
い。カーテンは家の内装
の最も実質的で目立つ要
素だったので、そのデザ
インには特別に注意が払
われていた。カーテン
は、「タフチャ」という
小さな壁がん、「ジャマ
ハタン」という大きな壁
がん、「ゲルデック・ペ
ルデシ」という花嫁の場
所等の部屋の装飾として
用いられていた。「リャ
フ」という壁の棚の装飾
の為には違う形のカーテ
ンがあり、それは縁飾り
のように色のついた布の
リボンを三方で縫われ、
下から三角形が切り取ら
れていた。たまに、中央
の四角形には上から三角
形を覆う長方形の布が縫
い付けられていた。カー
テンの端、また、三角形
の上に縫い付けられたそ
の折り曲げ部分には、通
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常、黄金フリンジや組紐
が縫い付けられていた。
アゼルバイジャンの村で
は未だに「ミュテッケ」
という(Mütəkkə)ローラ
ー型の枕が見られる。そ
れらも普通グラマで飾ら
れており、中央には細長
い長方形、縁は異なる
色の布リボンで出来てい
た。ボフチャは同じく、
布小切れの組み合わせ、
及び、その角に正方形の
布に加わっていた。縁に
濃い色のリボンは、布の
表面を更紗の裏地と接ぐ
と同時に、細い縁取りと
しての役割を果たしてい
た。ワイド・リボンは、
多彩の布小切れの細線に
置き換えられ、それで複
雑な組み合わせの円形模
様が成る。
上記のグラマ製品は、布
の切れ端が縫い合わせた
もので、布団カバーは布
の縫いリボンは凸状表面

をするように一層ずつ重
ねられる。（民族学館：
第1972号アイテムを参
照）長いリボンを成す布
の切れ端は、下のリボン
の縫い目を閉じるように
二回に折り、縫いつけら
れる。絹のストリップは
重なっていき、X形をな
す同じ色の小さな三角で
飾られた正方形のメダリ
オンをする。シルクリボ
ンの色合いは別の長方形
のメダリオンの同じ側に
リズミカルに交互し、同
様に繰り返される。この
ように、鮮やかな色のリ
ボン閉じ込みは、菱形の
新しいメダリオンをし、
先の小三角は縁取りとな
る。そうして、多色の四
角形のように見える明暗
の菱形のリズムができ上
がる。
グラマの最も特殊的なパ
ターンは、「ペルデ・バ
シュ」という裏側から縫

い付けられた色のついた
三角等の長いリボンであ
る。色彩豊かな三角等で
装飾された表面側に布の
細いリボンが追加される
ペルデ・バシュはまた違
う種類である。あるペル
デ・バシュには三角の角
に太陽の象徴が飾られ、
また星間で女性の様式
化された画像が見える。 
（民族学館の第3078号ア
イテムを参照）
グラマ製品のもっと複雑
なデザインは（民族学館
台6669号アイテムを参
照）、262×234センチ
の壁用の装飾で、幾何学
的な形の様々な細い組み
合わせに基づく。このデ
ザインは、糸くずの出な
いカーペット及びキリム
の絨毯の模様を連想させ
る。絹・ベルベット・ゼ
ルハルの小切れの幾何学
的な形は、45×45センチ
の中央にある単色のメダ
リオンを中心に複雑で鮮
やかなパターンを成す。
正方形メダリオンのひし
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形要素ありのX型のリボン
は、上記に述べてきた様
に、単色三角形の組み合
わせの4つの正方形を形
成するメダリオンと代替
している。中心の隅は、
４つの同色のメダリオン
によって飾られている。
各セットは、正方形円形
メダリオンを成し、絨毯
のパターンを想わせる黄
黒のリボンによって分割
されている。長方形のメ
ダリオンでは、色を除き
在ずや模様の対称性が観
察される。どうやら、希
望色の布小切れ不足なの
か、違う人が正方形メダ
リオンを組み合わせたの
か、色は非対称となる。
しかし、一般的モザイク
における小規模な対称形
の不一致はこの製品の組
成優秀生を損なうもので
はない。壁用の装飾は、
金属リングで壁にかけら
れるか、「ジャマハタ
ン」という大きな壁がん
を覆うためのカーテンと
して用いられる。
ボフチャは、二色の正方
形を構成する色とりどり
の三角形らを成す縁のお
かげでエレガントな外観
をもつ。2つの三角形メダ
リオンの組み合わせは、
たまに、4色の三角形によ
って複雑化される。各メ
ダリオンで三角形要素の

色が一緒に渡る。このよ
うなデザインは、沢山の
カーテンや布団用カバー
のためのグラマでみられ
る。
中央の正方形を中心に積
み重ねられた2行の三角形
を形成するメダリオンが
幅広く普及されている。
通常は、正方形が2色のひ
し形を成す三角形のベー
スに接ぐ。三角形の2行
目は、正方形のメダリオ
ンの全体構成を完成させ
る。こうして、グラマは
布団カバーや壁用の装飾
やマント等々でよく使わ
れるものとなる。

あるマントでは正方形メ
ダリオンが三角形から成
る4つの四角形を構成さ
せる。このメダリオンの
特徴は、正方形を成す三
角形らの単色性にあり、
それは各々の正方形をよ
り明確にみせる（民族学
館台4717号アイテムを参
照）。このマントは、長
方形をし、2横の側面にゼ
ルバフタという金箔の紐
に飾られている幅20セン
チのリボンに縫われ、縦
は金箔フリンジに縫い付
けられている。このマン
トは、明らかに結婚式用
のトレイ、いわゆる「ホ
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ンチャ」をカバーするた
めに使用されるようであ
る。
アゼルバイジャンでは、
寝具の質及び量によって
花嫁の家族の繁栄性を判
断することができ、それ
は嫁入り道具の主要な一
部であった。「ヨルガ
ン・ウシュテュ」という
キルティングはよく飾ら
れていたものである。そ
れは、普段、一体の絹の
生地で作られていたが、
博物館の展示物の存在を
考えたら、それは昔布小
切れのキルトもあったと
言えよう。

ペルデ・バシュは壁がん
の装飾であり、カーテン
に似て、家の内装の面白
い部分であった。19世紀
の半ばごろのペルデ・バ
シュはグラマの組み合わ
せのように作られ、それ
は長さ0,5~2メートル・
幅0,2~0,3メートルから
なるリボンの多色の三角
形が互いに上に置かれる
ものである。また、この
種類のグラマ、ペルデ・
バシュは下部に縫い付け
られた多色の三角形のあ
る長いリボンが特徴的で
ある。ペルデ・バシュの
他の種類は、多色の三角

形で飾られている上部に
はもう一つの太いリボン
が追加される形である。
ペルデ・バシュの輪郭は
絹組紐や「ガラギョズ」
・「ザンジレ」という金
箔組み紐で飾られてい
る。ペルデ・バシュは金
箔絹糸やフリンジ・タッ
セルが特別にエレガンス
を与えていた。タッセル
は、同一または明るいビ
ーズとの接続点と三角形
とひもの先端に取り付け
られた金属製のペンダン
トで飾られています。タ
ッセルは明るいビーズと
金属製のペンダントで飾
られ、ひもや三角形の先
端には接続点と取り付け
られていた。20世紀の初
めは、単色でなめらかな
ペルデ・バシュに対称的
に様々な形や大きさの金
属プラーク、パールボタ
ン、 レース等が縫い付け
られていた。
珍しいながらも、グラマ
はまだ民族衣装の一部で
も使用される。このよう
に、民族学館においては
グラマのやり方で作られ
た4つの「パタヴァ」（敷
物）がある。その二つは
先端に色で一致させる小
さな三角形が縫い付けら
ているキャラコ・リボン
である。残りの二つは金
の赤・緑のリボンで作ら
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れている。緑色の布は波
線のように赤いリボンの
上に付けられている。
また、グラマは象徴的な
意味を持っていた。した
がって、ぼろのコート、
「ヒルギャ」が（直訳ア
ラビア語 では区切りと
意味）は神秘的な経路を
歩む禁欲主義者が着て
いたらしい（３）。中世
では、スーフィー時代に
て、人々は布切れで作ら
れた服を着、贈り物の服
は幾つかの部分に切り、
再び一つの着物に縫い合
わせたものである。（4）
おそらく、色とりどりの
切り端の縫い合わせがま
るでお守りの役割を果た
していたかもしれない。
例をあげてみると、絨毯
を観察したら、4つの異な
る色に分けられている部
分のひし形のパターンが
見られ、それは邪眼保護
だったらしい。
グラマは、民俗工芸の品
種の一つとして、その質
量と功利主義価値によっ

て大事な役割を果たし、
そのデザインの構造にて
幾何学的な形の対称性が
重要化され、幾何学的な
形は単純かつ複雑な構造
図面で成っていた。グラ
マのカラフルな伝統的な
解決策は、その調和に求
められている暗いと光色
の組み合わせの効果であ
る。グラマのカラフルな
伝統的なデザインは、そ
の調和に求められている
暗いと光色の組み合わせ
の効果を与える。グラマ
の明るいパレットは家庭
の快適製品と、家の内部
にお祝いの感覚を作らせ
ていた。グラマの芸術的
なマナーの多様性と独創
性を観察したら、この工
芸がアゼルバイジャンで
独立して存在していたこ
とを言えよう。
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